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東日本大震災救援ボランティアの派遣について
3月11日の東日本大震災から一ヶ月が経過しました。この間、東北地方全域が再び停電した7日の余震をはじめ、相次ぐ大規模な余震や原発事故の悪影響など、心身ともに休まる日は一日もありませんでした。被災地の皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに、震災からの復興めざし奮闘されているすべての方々に心より敬意を表します。

さて、青森県労連はこの間、みなさんからの義援金を活用し被災地への物資搬送に取り組んできましたが、全労連災対連の物資輸送が本格的にスタートしたことから４月３日をもって終了といたしました。そしてこのたび、第２弾の活動として全労連災対連の呼びかけに応え、ボランティア派遣活動に取り組むことをきめました（４月９日の県労連第８回幹事会にて）。概要は以下のとおりですので、積極的な対応をよろしくお願いいたします。

また、これまでの義援金約９０万円はほぼ物資購入・搬送費用として使ってしまいましたので、ボランティア派遣にあたり「ボランティア派遣カンパ」を呼びかけることにいたしました。目標額は５０万円とし、ボランティア登録された方の交通費・宿泊費・備品購入などに活用します。これについては、別紙の「ボランティア派遣カンパのお願い」と題した文書をご参照ください。

記

１、ボランティア登録の方法・流れと受付窓口

①専用の登録用紙に記入し、保険の手続きを終え、支度を整えたら、現地受け入れ先に各自で行っていただきます。

②登録用紙・保険加入用紙も各組合におろしますので、記入したら必ず県労連にＦＡＸしてください。県労連がボランティア登録の総合窓口である全労連とやり取りをします。保険料も県労連が振込みをします。登録が終わりましたら、県労連から本人に電話をし、詳細について打ち合わせいたします。個人での参加申し込みや現地受け入れ先への問い合わせは受付していませんのでご注意ください。

　青森県内の最終受付窓口は県労連とします（ＴＥＬ０１７－７６２－６２３４、ＦＡＸ０１７－７２９－２１８６、時間外は有馬事務局長の携帯０９０－１９３７－２４１５に連絡を）
③現地での受け入れキャパや被災地状況の変化によって、登録・受付後に変更が生じる可能性もあります。その場合はすぐにご連絡いたします。

２、ボランティア活動する県と活動内容

　全労連災対連では、活動する県を岩手・宮城・福島としその選択は各自の希望に応じて配置するとしていますが、地理的関係上、青森は岩手に集中して派遣したいと考えています。ですので、以下に続く詳細は岩手で活動する場合の案内とします。宮城・福島を希望される方は内容が異なりますので県労連に直接ご相談ください。

活動内容については現時点で、床下浸水など被災家屋の清掃・後片付け、救援物資の整理・配布、被災者の要望・意見の聞き取り、炊き出しなどがありますが、被災地の状況は日々変化していますので現地に入ってからの指示に従っていただきますのでご了承ください。

３、岩手での受け入れ先、費用など

①現地対策本部は、盛岡市内のいわて労連に置かれていて、当面の活動地域は大船渡・陸前高田となっています。ボランティアは４月７日から受け入れを開始しています。

②宿泊先は、「民宿あづま荘」（大船渡市三陸町越喜来字仲崎浜3-2、電話090-4889-8312）です。交通手段は各自で確保してください（あづま荘には駐車場があります。バスなどの公共交通機関は混乱していますので、できるだけ自家用車で行くことをおすすめします）。あづま荘から被災地へは現地対策本部が用意した車で移動することになります。

③費用については、県労連が呼びかける「ボランティア派遣カンパ」から支出します。往復の交通費、宿泊費、そして軍手などの作業備品を出発前にお渡しします。宿泊費はあづま荘に現金での直接支払い（一泊三食5000円・税込)となっていますので、現地でお支払ください。

４、準備するもの

作業しやすい服装・靴、滑り止め付き軍手、マスク、防塵マスク、帽子、タオル、作業時の雨具(上下)、運転免許証(有資格者)、健康保険証、常備薬(傷テープ・目薬・その他必要なもの)、携帯電話・充電器、携帯ラジオ、懐中電灯、水筒、メモ帳・筆記具、休憩時の菓子類、作業に携行するリュックサック、着替え、防寒着、使い捨てカイロ、洗面道具、ジャージ等(民宿も含め寝巻等の準備はありません）、傘、など。被災家屋の清掃などのためにとくに必要なものは、長靴、厚手のゴム手袋、汚れてもいい作業着です。

このうち、滑り止め付き軍手、防塵マスク、水筒、傷テープ、ホッカイロを県労連で用意しお渡ししますので、これ以外のものを各自でご準備ください。

５、ボランティアの活動期間
①全労連災対連は現時点で、ボランティア活動期間を「おおよそ数ヶ月」としていますので４～５月を集中的に、７月末を最終目安に調整してください。

②全労連災対連では１回のボランティアは基本を1週間、最低でも４日程度の活動をお願いしていますが、各自の日程や思いを尊重し４日未満でも可能とすることにしました。以上の趣旨を鑑み、スケジュール調整してください。
